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ゆたかな心をはぐくむ
114 人権教育・啓発課　☎（232）2113人権のひろば

　児童数958人の菊陽西小学校は、「やさしく（豊かな人間性）かし

こく（確かな学力）たくましく（健康・体力）」を求める児童像とし

て、未来を生き抜く力の育成に努めています。児童は素直で、勉強

や学校行事などにも熱心に取り組んでいます。学校行事やＰＴＡ行

事では保護者や地域の皆さまのご協力を得て、地域とともにある学

校を実現しています。また、見守りボランティアの皆さまのご協力

を得て、交通事故防止にも取り組んでいます。今年は熊本版コミュ

ニティー・スクールもスタートしました。学校・保護者・地域で協

力して、元気なあいさつができ、自分の命を守ることのできる子ど

もを育てていきます。

やさしく　かしこく　たくましく

一緒ににんじんちゃんゲームを楽しもう

学 校
♪

５

■日時　2018年（平成30年）10月13日㈯　午前10時～正午
■場所　パークドーム熊本
■主催　熊本県教育委員会
■目的　「熊本県人権教育・啓発基本計画」の趣旨を踏まえ、児童・

生徒を主体とした集会活動を通して、すべての人々の人権意
識の高揚を図るとともに、部落差別をはじめあらゆる差別を
なくし、人権が共存する人権尊重社会の実現を目指す。

■内容　（１）開会　　　　　　　（２）子ども実行委員あいさつ
　　　　（３）体験・活動報告　　（４）全体活動
　　　　（５）集会アピール採択　（６）閉会

人権啓発標語 「つらくても　友だちいれば　だいじょうぶ」 武蔵ヶ丘北小学校　３年　山﨑　心
み

緒
お
（現在４年生）

「ほんとうのともだちを学習して」菊陽中部小学校　３年　佐藤　星
とし

諒
まさ
（現在 4年生）

　「ほんとうのともだち」っ
て何だろう。ぼくはともだち
にも思ったことをそのまま
言ってしまってなかなかうま
くいきません。お父さんたち
からも、「言葉づかいが悪い。」
「自分は、そういうつもりは
なくても言い方や言葉で相手
をきずつけてしまうことが
ある。」と言われました。言

葉ってむずかしいなあ。自分の本当のともだちは、気
持ちをぶつけ合えるともだちなのかなあと思うけれど。
そんな友だちがいたら学校も楽しくなるのかと思いま

す。ぼくがやっている野球も友だちがいないとできな
いスポーツです。ほんとうのともだち、人権って何だ
ろう。かんたんなように思えるけれどむずかしい。

（先生より）「ほんとうのともだち」を学習する中で、おかし
いことをおかしいと訴える友だち、そんな友だ
ちを人ごとのように受け取る友だちなど、いろ
いろな友だちが出てきました。そんな中で「ほ
んとうのともだち」について考えました。友だ
ちのことを考えてかけたつもりの言葉かけが相
手を傷つけることもある、そんなことに気付く
ことができた学習でした。

ぼくも本当のともだちに
なりたいな

「水のお風呂に入ったよ」 武蔵ヶ丘第二保育園　浜本　星
ほ　の　か

乃華（５歳）

　休みの日、暑かったから水のお風呂に入ったよ。
　お姉ちゃんが言ったから、ママがお風呂掃除して入
れてくれた。
　二人で冷たいお風呂で家族ごっこした。
　気持ちよかったよ。

（先生より）最近、プールで顔つけができるようになり、水
遊びがとても楽しくなってきている星乃華さん。
顔つけだけでなく、逆上がりや竹馬などにも意
欲的に挑戦しています。

「楽しい水のお風呂」 暑かったあの夏を友だちと（作者中央）

菊陽西小学校
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「熊本県人権子ども集会」部落差別をはじめあらゆる差別をなくす

小・中・高校生など約８千人が集まる
「熊本県人権子ども集会」


